
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報

第
二
十
七
号

(平
成
十

一
年
三
月
十
八
日
)

嘉
永
二
年
の
入
代
目
団
十
郎

小

池

章

太

郎

嘉
永
二
年

(
一
八
四
九
)
の
八
代
目
市
川
団
十
郎
に
つ
い
て
述
べ
る
の

が
本
稿
の
目
的
だ
が
、
そ
の
前
に
天
保
改
革
下
の
江
戸
劇
壇
の
情
況
と
、

五
代
目
市
川
海
老
蔵

・
八
代
目
団
十
郎
父
子
が
、
い
か
な
る
状
態
に
あ

っ

た
か
を
、
ひ
と
わ
た
り
触
れ
て
お
き
た
い
。

天
保
十
三
年

(
一、八
四
二
)
四
月
六
日
、
八
代
目
の
父
、
五
代
目
海
老

蔵
は
、
南
町
奉
行
鳥
居
甲
斐
守
役
所
か
ら
差
紙
を
も

っ
て
呼
び
出
さ
れ
、

て

じ
よ
う

吟
味
中
手

鎖

の
上
、
家
主
預
け
の
身
と
な
り
、
さ
ら
に
続
い
て
六
月
二

十
二
日
付
で
、
江
戸
十
里
四
方
追
放
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
木
場

(深
川

島
田
町
)
の
別
宅
も
取
崩
さ
れ
た
。

奢
侈
僣
上
の
罪
科
に
よ
り
、
海
老
蔵
は
六
月
二
十
五
日
に
は
江
戸
を
逐

わ
れ
他
国
へ
と
旅
立
ち
、
嘉
永
三
年

(
一
八
五
〇
)
二
月
二
十
七
日
、
赦

免
の
報
に
よ
っ
て
帰
着
す
る
ま
で
の
入
年
間
、

つ
い
に
江
戸
の
観
客
の
前

に
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。

改
革
に
よ
る
処
罰
は
他
優
に
も
及
ん
だ
が
、
追
放
刑
で
は
二
代
目
中
村

富
十
郎
が
大
坂
お
構
い
と
な
っ
て
い
る
例
も
あ
り
、
江
戸

・
大
坂
の
代
表

格
の
俳
優
と
し
て
の
、
い
わ
ば
み
せ
し
め
的
な
匂
い
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。

天
保
の
改
革
の
も
っ
と
も
大
き
な
芝
居
町
へ
の
影
響
は
、
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
の
放
逐
や
役
者
給
金
の
削
減
令
が
あ

っ
た
が
、芝
居
町
そ
の
も
の
を
、

江
戸
の
中
央
部

(堺
町

・
葺
屋
町

・
木
挽
町
)
か
ら
、
辺
鄙
な
浅
草
の
奥

地
へ
移
転
せ
し
め
た

一
事
を
挙
げ
れ
ば
、
他
は
と
る
に
足
り
ぬ
瑣
事
に
過

ぎ
な
い
。

海
老
蔵
が
去
っ
た
あ
と
の
江
戸
梨
園
は
、巨
頭
を
失

っ
た
と
は
言
い
条
、

ま
だ
三
代
目
尾
上
菊
五
郎

・
四
代
目
中
村
歌
右
衛
門

・
四
代
目
坂
東
彦
三

郎

・
沢
村
訥
升

・
岩
井
杜
若

・
岩
井
紫
若

・
坂
東
し
う
か

・
尾
上
菊
次
郎

ら
、
手
だ
れ
の
つ
わ
も
の
が
揃

っ
て
い
た
。
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海
老
蔵
の
長
男
、
八
代
目
団
十
郎
は
天
保
三
年

(
一
八
三
二
)
に
団
十

郎
の
名
跡
を
襲
い
、
九
年
に
は
十
六
歳
で
初
座
頭
と
は
な
っ
た
も
の
の
、

父
追
放
の
年
時
は
未
だ
黄
吻
の
二
十
歳
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
先
輩
俳
優
た

る
五
代
目
沢
村
宗
十
郎

(前
記
、
訥
升
の
後
名
)
に

「何
だ
小
僧
め
が
、
し

ぞ
め

物
に
な
つ
て
居
ね
え
や
、
あ
の
形
は
何
だ
」
と
罵
倒
さ
れ
た
と
い
う
仕
初

　
ユ

の
で
き
ご
と

(堀
越
加
納
談
話
筆
録
)
は
、
け
だ
し
海
老
蔵
去

っ
て
の
ち

の
、
弘
化
二
年

(
一
八
四
五
)
正
月
、
河
原
崎
座
で
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

親
の
光
は
七
光
と
い
う
が
、
こ
の
世
界
で
も
ま
た
親
に
絶
大
な
力
が
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
庇
護
を
離
れ
た
と
き
は
弊
履
捨
つ
る
が
如
き
扱
い
を

受
け
る
例
が
少
く
な
い
。

そ
の
年
五
月
入
日
、
入
代
目
は
北
町
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
親
孝
行

の
ゆ
え
を
も
っ
て
鳥
且
十
貫
文
を
賞
与
さ
れ
た
。
そ
の
申
渡
し
文
の
内
容

を
い
ま
.
『市
川
団
十
郎
の
代
々
』
(伊
原
青
々
園
編
、
大
正
六
年
十
月
刊
)

に
収
録
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
、
以
下
摘
記
す
る
。

そ
の
ほ
う
は
年
若
で
父
親
よ
り
も
給
金
高
が
低
く
、
そ
の
う
え
借

金
や
扶
養
家
族
も
多
く
、
困
苦
の
生
活
を
し
な
が
ら
、
給
金
を
受
け
と
る

ご
と
に
初
穂
と
名
づ
け
て
、
こ
れ
を
父
親

へ
送
り
、
ま
た
父
が
大
坂
へ
行

く
旅
費
と
し
て
手
当
し
、
好
み
の
品
々
を
問
い
合
せ
、
ま
た
機
嫌
を
伺
い
、

ヘ

へ

返
事
が
く
れ
ば
母
の
す
み
へ
読
み
聞
か
せ
て
安
心
さ
せ
、
病
気
に
な
れ
ば

水
浴
び
し
て
成
田
不
動

へ
平
癒
祈
願
を
し
、
薬

・
灸
治
や
食
事
ご
し
ら
え

ま
で
自
身
に
行
い
、
行
き
届
い
た
看
病
を
し
た
。
芝
居
町
が
浅
草

へ
移
転

す
る
に
と
も
な
い
、
そ
こ
へ
引
越
し
て
粗
衣
粗
食
を
心
が
け
、
芝
居
興
行

ヘ

へ

中
に
も
幕
間
に
は
自
宅
に
帰

っ
て
母
の
機
嫌
を
伺
い
、
妹
ま
す
や
弟
新
之

ヘ

へ

助

を
分

相
応

に
片

づ
け

て
、
幼

い
弟
幸

蔵

を

い
た
わ
り

、
姉

の
み

つ
を

も

世

話

し
、
な

お
父
親

の
弟

子

団
兵
衛

が
老
齢

と

な

っ
て
扶
養

す

る
者

が

い

な

い
た
め
、

こ
れ
を

引
き

と
り

、
病

中
か

ら
死
後

に

い
た

る
ま

で
そ

の
世

話

を

し
た
…

…
云

々
。

こ

れ
を
読

む
と
、

そ

の
微
細

な

デ
ィ

テ
ー

ル
を

把
握

し

て

い
る
文

面

に

一
驚

せ
ざ

る
を
得
な

い
。

褒

め
ら
れ

て
嬉

し
く
な

る
以
前

に
、
か

ほ
ど

一

市

民

の
生

活

の
隅

々
ま

で
知
悉

し

て

い
る
為

政
者

を
薄
気

味
悪

く
感

じ

る

の
は
当
然

で
あ

ろ
う

。
前

引
、

堀

越
加

納

の
談
話

に
よ

れ
ば
、

そ

の
こ

ろ

成

田
屋

の
家

に

一
年

ほ
ど

奉
公

し

て

い
た
新

助
と

い
う
名

の
下
僕

が

い
た

が

、

い

つ
と

な
く
姿

を
消

し
た

、
と

い
う
。

お
加
納

は

「
跡

に

て
考

へ
ま

す

と
、
此

下
男

と

い
ふ

の
は
、
お
上
か

ら
付

て
あ

つ
た
隠

し
目

附

で
し
た
。

入
代

目

さ
ん

の
孝

心

を
委

は
し
く

調

べ

て
上
申

し

た
も

の
」
と

追
懐

し

て

い
る
。
即

ち
、
こ
れ

に
よ

っ
て
入
代

目

の

一
族

は
四

六
時
中

監
視

下

に
あ

っ

た

こ
と
、

そ

の
事

実

が
当
時

の

一
族

の
話

題

と
な

っ
た

こ
と

が
了
解

さ
れ

る
。
以
後

の
八
代

目

の
心
身

に
及

ぼ
す

テ

ン
シ

ョ
ン

の
高

さ
を
思

う
と

き
、

後
年

の
悲

劇
的
破

局

(嘉
永

七
年

八
月

六
日
自

殺
)

へ
と
追

い
込

ん
で

ゆ

く
要

因

が
、

こ
こ

に
も

一
つ
胚
胎

し

て

い
た

と
考
え

て
よ

い
だ

ろ
う

。

さ

て
、

天
保

の
改
革

の
主
導

者

で
あ

っ
た
水

野
越

前
守
忠

邦

は
、

天
保

十

四
年

閏

九
月
十

三

日

に
老

中
首
座

を
罷

免

さ
れ
、

翌
弘
化

元
年

六
月

二

十

一
日
、

い

っ
た
ん

は
再

び
召

し
出

さ
れ
老
中

首
座

に
返

り
咲

く
が

、
弘

化

二
年

二
月

二
十

一
日

に
病
気

を

理
由

に
辞

職

、
同

年

九

月

二

日

に
致

仕

・
蟄

居

を
命

ぜ
ら

れ
た
。

辣
腕

を
振

る

っ
た
鳥

居

甲
斐
守

忠
耀

も
、
・弘

化
元
年

に
南

町
奉

行
を

辞

し

て
い
る
。
江

戸
市

民

の
怨

嗟

の
声

の
も
と

に
、
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天
保

の
改
革
は
よ
う
や
く
終
熄
し
よ
う
と
し
て
い
た
ゆ

弘
化
二
年
五
月
の
入
代
目
褒
賞
は
、
そ
の
雪
解
け
を
告
げ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
父
海
老
蔵
は
、
ま
だ
こ
の
先
も
異
郷
で
の
幾
春
か
を
迎

え
ね
ば
な
ら
な
い
。

二

嘉
永

二
年

(
一
八
四
九
)

は

八
代

目

の
二
十
七
歳

に
当

る

。
こ

の
年

、

は
つ
も
と
ゆ
ひ

彼
は
前
年
十

一
月
よ
り
河
原
崎
座
に
属
し
、
正
月
十
三
日
初
日

「初
元
結

そ

が
の
き
や
う
だ
い

曾
我

鏡

台
」
で
曽
我
十
郎

・
五
郎

・
笹
野
権
三

・
茜
足
袋
屋
半
七
を
演

だ

て

く
ら
べ

お

く
に
か
ぶ

き

じ
た
。
三
月
七
日
初
日
の

「俳
達

競

阿
国
劇
場
」
で
は
足
利
頼
兼

・
絹

川
谷
蔵

・
土
手
の
道
哲

・
細
川
勝
元

・
仁
木
弾
正

・
八
汐

・
男
之
助
の
七

役
を
早
替
り
で
勤
め
、
さ
ら
に
そ
の
四
幕
目
で

「勧
進
帳
」
の
弁
慶

(初

役
)
を
父
親
譲
り
で
演
じ
た
。
富
樫
は
四
代
目
市
川
小
団
次
で
あ
っ
た
。

こ
の

「勧
進
帳
」
に
は

「市
川
団
十
郎
御
当
地
御
名
残
狂
言
」
(役
割

番
付
)
と
銘
打
た
れ
、
八
代
目
は
に
わ
か
に
大
坂
へ
と
旅
立

っ
て
ゆ
く
こ

ホ
　

 と

に
な

る
。
清

川
重
春

の
手

に
な

る

『朱
筆
書

入

れ
番

付
』

に
は
、

こ

の

と
き

の
評
を

「殊

の
外

評
よ

く
、
古

今

の
大

入

ナ

リ
。
先
年

当
座

元
地

に

て
海
老

蔵
相

つ
と

め

し
安

宅

関
勧
進

帳
興
行

、
父
其

ま

・
な
り
」
と
記

し
、

さ
ら

に

「折

か

ら
下
り
市

川
眼

玉
、

四
月

廿
三

日
到
着

に

て
、
直

に
見
物

い
た

し
、

入
代

め

の
弁
慶

を
見

て
、

父
其
侭

、

か

ふ
も

似

る
も

の
か
な

と

て
落
涙

セ

シ
ト
ゾ
」

と
も

記
録

し

て

い
る
。

こ
の
市

川

眼
玉

は
前
名

市
川
市

十
郎

で
、

文
政

十
三
年

(
一
八

三
〇
)

正
月
、
河
原
崎
座
に
下
り
、
の
ち
四
代
目
市
川
鰕
十
郎
、
さ
ら
に
坂
東
寿

太
郎
を
名
の
っ
て
い
た
が
、
こ
の
嘉
永
二
年

に
眼
玉
と
改
名
し
て
再
度

下
っ
て
き
た
優
で
、
が
ん
ら
い
海
老
蔵
の
門
人
で
あ
っ
た
。
伊
原
青
々
園

せ
り
ふ

は

「其
の
芸
風
は
小
手
が
利
き
過
ぎ
、
こ
せ
付
き
、
白

廻
し
は
巧
み
な

ホ
ヨ

り
し
も

、
音

調

下
品

な

る
が
欠

点
な

り
き
」

と

の
評
語

を
述

べ
て

い
る

。

『藤

岡

屋

日
記
』

で
は
、

も

と

よ
り
風

評

に
す

ぎ

ま

い
が
、

こ

の
眼

玉

の

下
り

に

つ

い
て
は

「
此
度
、
市

川

団
十
郎

を
迎

ひ

に
参

り
候
由

」
と

記
し

、

迎

え

か
ど
う

か
は
別

と

し

て
も

、
何

ら
か

の
入
代

目
上
坂

に
か
ら

ん
だ
江

戸
下
り

で
あ

っ
た

ら
し
く

思
わ

れ

る
。

『歌

舞
妓

年
代

記

続
編

』

に
拠

っ
て
、
以

下

、

こ

の
三
月
時

の

「市

川

団

十
郎
御

名
残

口
上

」

の
全
文
を

引

く
。

高

ふ
は

ム
り
升

れ
ど

、
役
者

之
儀

に

ム
り
升

れ
ば
御
免

を

蒙
り

、
是

よ
り

口
上
を

以

て
申

上
奉

り
升

す

。
私
儀
未

だ
若

年

に
は
御
座

候

へ
ど

も

、

三
芝
居
座

頭
役

相
勤

候

は
、
全
先

祖
之

余
光

、
御

町
中
様

御

ひ

ゐ

き

厚
き

故
と

、
心
魂

に
て

つ
し
、
冥
加

に
あ
ま
り

有

が
た
き
仕

合

に
存

奉

升
す

。
然

る
所

、
去

る
天
保

十
三
寅

年

、
相
別

れ
候

父
海
老

蔵
儀

、

老

行
身

の
、
年

ま

し
多
病

に
相

成
り
候

と

の
事

聞

候

に
付

て
も

、
何

卒

息
才

之
内

、

一
度
面

会
致

度
、

わ
す

る

・
隙

な
く

心
な
き

星
霜

八

ヶ
年

を
経

、

し
き
り

に
な

つ
か
し
く

、
母

は
殊
更
女

の
身

、
行

末
越

方
を

お

も

ひ

つ
"
け
、

合
見

た
き

こ

・
ろ
矢
竹

に

は
や
れ
共

、
任

兼

た
る
老

の

身
に
な
り
か
わ
り
、
上
坂
致
候
や
う
に
と
く
れ
ぐ

の
申
付
も
だ
し
が

た

く
、
且

私
事

も
便

り
な
き

身
を
御

取

立

に
預

り
候

を
、
父

に
も

語
り

、

悦
の
貌
も
見
度
、御
ひ
ゐ
き
様
に
対
し
候
て
は
誠
に
く

恐
入
候

へ
共
、
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暫
時
の
御
暇
、
偏
に
伏
し
て
願
上
奉
り
升
す
。
付
て
は
し
ば
し
の
問
な

が
ら
、
先
年
当
座
に
て
父
海
老
蔵
、
御
評
ば
ん
に
預
り
候
伊
達
七
役
、

並
歌
舞
妓
十
八
番
之
内
勧
進
帳
相
勤
候
様
に
御
進
め
被
成
下
、
難
有
仕

合
に
は
御
座
候
へ
共
、
未
熟
成
私
、
中
々
相
勤
り
申
間
敷
段
、
達
て
辞

退
申
上
候
得
共
、
御
聞
入
無
之
、
お
こ
が
ま
し
く
も
右
の
大
役
相
勤
、

奉
入
御
覧
候
処
、
悪
し
く
候
と
も
御
見
捨
な
く
、
大
入
大
繁
昌
仕
、
何

卒
相
替
ら
ず
初
日
よ
り
ゑ
い
と
う
く

と
御
来
駕
被
成
下
候
段
、
私
儀

　
マ
マ
　

は
申
に
不
及
、
か

・
り
合

一
統
、
難
有
仕
合
奉
存
候
。
七
重
の
ひ
だ
を

八
重
に
し
て
奉
祈
上
候
。
八
代
目
市
川
団
十
郎
、
猶
又
早
々
立
返
り
御

目
見

へ
仕
候
間
、
御
ひ
ゐ
き
の
程
奉
希
上
升
す
。
先
は
御
名
残
の
口
上
、

隅
か
ら
角
迄
ず
い
と
、
左
様
思
召
被
下
升
う
。

こ
れ
は
口
上
看
板
に
記
さ
れ
た
文
言
を
写
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る

が
、
実
際
の
舞
台
に
お
い
て
も
、
口
跡
の
よ
い
入
代
目
の
口
か
ら
右
の
次

第
が
懸
河
の
ご
と
く
陳
じ
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
観
客
も
、
そ

の
孝
心
ぶ
り
に
心
を
動
か
さ
れ
、
声
援
を
お
し
み
な
く
送

っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
も
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
こ
の
と
き
の
八
代
目
の
口
上
姿
が
国
芳
の

　
　

手

で
描

か

れ

て

い
る

が
、
平

伏
す

る
八
代

目

の
裃
姿

の
上
部

に
、

う

れ

し
く
も

お
も

ふ
浪
花

へ
登

り
鯉

な
か

る

・
滝

と

の
ふ

る
口
上

梅

屋

の
画
賛

が
あ

る
。
梅

屋

は
梅

屋
鶴

寿

で
あ

る
。

団
十
郎

の
デ
ザ
イ

ン
の

一

つ
で
あ

る
滝

に
鯉

(出

世
鯉
)
の

マ
ー
ク
に

か
け

て
、
口
上

の

エ
ロ
キ

ュ
ー

シ

ョ
ン

の
見
事

さ
を

た
た

え
、

さ
ら

に
そ

の
鯉

は
江

戸

の
御
留

川

で
飼
育

す

る
将

軍
家
御

料

の
紫

鯉

を
匂

わ
せ

て

い
る
。

つ
い
で
に
挙
げ

る
と

『柳

多
留
』

一
〇
七
篇

(文
政
十
二
年
刊
)
に
見
ら
れ
る
、

難
波
へ
は
登
せ
ぬ
江
戸
の
御
留
鯉

は
、
海
老
蔵
の
七
代
目
団
十
郎
時
代
に
詠
ま
れ
た
団
十
郎
賛
美
句
で
、
こ

の
句
に
は
団
十
郎
を
御
留
鯉
同
様
に
他
国
へ
は
出
さ
ぬ
と
い
う
江
戸
っ
子

の
自
負
心
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
時
代
の
八
代
目
上
坂
で

あ

っ
た
。
江
戸
の
観
客
に
と
っ
て
も
容
易
な
ら
ざ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

つ
い
で
閏
四
月
二
十
三
日
初
日
の
河
原
崎
座

「仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
で

は

「市
川
団
十
郎
、
下
り
眼
玉
引
合
の
口
上
、
十
五
日
の
間
相
勤
」
め
、

「私
上
坂
留
守
中
は
、
何
卒
わ
た
く
し
同
様
に
思
召
被
下
、
御
取
立
之
程
、

偏
に
希
上
候
と
の
口
上
」
(『歌
舞
妓
年
代
記
続
編
』
嘉
永
二
年
壬
四
月
廿

三
日
の
条
)
を
述
べ
て
い
る
。
眼
玉
は
破
格
の
処
遇
を
受
け
た
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
の
眼
玉
の
役
々
は
、
由
良
之
助

・
若
狭
之
助

・

定
九
郎

・
餝
間
宅
兵
衛
実

ハ
寺
岡
平
右
衛
門
で
あ

っ
た
。
い
わ
ば
座
頭
級

の
役
々
を

一
人
浚
い
、
彦
三
郎
に
は
師
直

・
本
蔵
で
、
小
団
次
に
は
塩
冶

ぶ

に
ん

判
官

・
与

茂

七

・
勘

平

で
附
き
あ

わ

せ

て

い
る
。
無

人

の

一
座

と
は

い
え
、

眼

玉

に
対

す

る
も

て
な
し

か
た

は
、
座

元
権

之
助

は
む

ろ
ん

の
こ
と

、
成

田

屋
父
子

の
配
慮

な

く
し

て
は

か
な
わ

ぬ
手
厚

さ

で
、
閏

四
月

・
八
月

・

べ
つ
い
お
り

十

月

の
河

原
崎
座

の
役
割

番
付

で
は

別

庵

に
位

置

づ

け
ら

れ

て

い
る
。

に
も
拘

ら

ず
、
悲

運

に
も
眼

玉
は
病

気
と

な
り

、
代
役

を
立

て
る
が
、

そ

れ
も
響

い
て
か

、

の
ち

五
月

二
十
七

日

「
眼
玉

、
病

キ

に
て
、
此

日
切

に

て

つ
ぶ
れ

る
」

(『朱

筆
書

入

れ
番
付
』
)
。

さ
ら

に
翌
嘉

永

三
年

五
月

に
は

「
眼
玉

の
鰕
十

郎
、

下
り

已
来

不
評

ゆ

へ
、

此
度
大

坂

へ
帰

る
」

(同
上
)

と

い
う

こ
と

に
な

っ
て
し
ま
う

。
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図1五 代目市川海老蔵書翰(宛 先人未詳)写 し,谷川秀雄氏所蔵

さ

て
、
八
代

目
は
贔

屓
連

中

か
ら
餞

別
と

し

て
、
豊

国

・
国

芳

・
其

一

の
極

彩
色

の
摺

物

や

『伊
達

茂
夜

雨
』
と
題

す
る
狂

歌
絵
本

な

ど
を
貰

い
、

そ
れ
ら

を
土
産

と

し

て
江

戸
を
発

っ
た

。
日

に
ち

は
は

っ
き
り

し
な

い
が
、

十

五
日

間

の
口
上
を

終
え

て
の
の
ち
と

す

る
と
、
五
月
初
旬

で
あ

ろ
う

か

。

伊

原
青

々
園
編

『
市
川

団
十
郎

の
代

々
』

に
よ

れ
ば

、
甲
州

の
裏
街

道

を
経

て
、
五

月

二
十

四

日
に
大
坂

坂
町

天
神
前

の
海
老
蔵

の
寓

居

に
到
着

し
た
と

あ

る
。
八
代
目

は
、
口
上

に
言

っ
て

い
た

「
年

ま
し
多

病

に
相

成

」

り

し

は

ず

の
海

老

蔵

の
壮

に
し

て
衰

え

ぬ
姿

に
、

無
事

接

し
得

た

の
で

あ

っ
た

。

三

 

八
代
目
が
大
坂
に
到
着
し
た
日
に
ち
は
、
次
掲
の
海
老
蔵
書
翰
に
徴
し

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
手
紙

(図
1
)
は
宛
先
人
が
不
明
で

(江
戸
在
住
の
人
物
か
)
、

し
か
も
ま
た
何
人
か
別
人
の
筆
写
に
か
か
る
も

の
で
、
自
身
の
手
で
は
な

い
。
海
老
蔵
は
か
な
り
奔
放
雄
健
な
手
跡
で
あ

っ
た
。
実
物
で
な
い
の
は

残
念
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
書
か
れ
た
内
容
が
確
か
な
と
こ
ろ
か
ら
、
以

下
、
翻
字
し
て
全
文
を
掲
出
す
る
。
裏
移
り
の
関
係
で
読
み
難
い
個
所
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
。

お
さ

だ
ま
り

の
め

で
た

き

前

文

あ
り

て

夫

か
ら
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五
月
廿
四
日

忰
当
着

八
年
の

問
相
わ
か
れ
居
候
事
故

ま
つ

顔
も
見
度

三
五
兵
衛
で

一
寸
い
と

引
込
の
所

部
や
へ
行
間
も
無
事

　　
　

ゆ
へ

打
正
し
迄

し
ん
ぼ
う
し
て

と
は
存
候
が

一
寸
も
見
度

か
け
出
し
て

部
や
へ
参
り
候
が

物
が
い
へ
ぬ
物
に
て

　し
み
ノ
ヘ

カ
　

た

ぐ
く

[

]

か
ほ

ヲ
見

直

に

舞
台

へ
出

打
出
し
候
て

二
度
め
の

面
か
い

物
も
い
わ
れ
不
申

先
母
親
之

伝
言
も
家
内
の
事
も

何
も
か
も

四
季
こ
ん
ざ
つ

一
ト
ロ
に
申
て
も

八
年
ふ
り
候
事
故

親
子
之
内
用

咄
も
あ
る
べ
き
事
に
て

人
§

少
し
は
ゑ
ん
り
よ
も
致
候
筈
の

所
を

何
か
友
達
之
金
持
が

大
和
廻
り
6
京
大
坂

へ
見
物

遊
び
に
で
も
来
た
様
に

夫
で
も
ゑ
ん

り
よ
と
申
物
は
少
し
は
あ
る
も
の
・

所

人
に
人
が
を
し
込

日
夜
と
も

親
子
之
咄

少
し
も
出
来
ず

イ
ヤ

是
で
は
く

と
日
を
送
り

其
日
く

に

入

こ
み

方

≧

へ
よ
ば

れ

有

難
大

め

い
わ
く
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此
心
配

誠
に
よ
わ
り
申
候

や
ふ
く

高
を
の
山
に
て
親
子
よ
つ
て
の
内
用

咄
の
ま
く
を
明
申
候

夫
6
出
し
ぬ
き

大
坂

へ
帰
り
候
と

京
に
輪
ヲ
か
け

種
蛍
有
て

又
く

高
野
山
参

詣
と
申
同
道
致

御
土
産
狂
言

相
だ
ん
致

め
で
た
く
東
西
へ

下
向
仕
候

其
時
忰

へ

　　
　

何
事
も
筋
進
帳
の
歌
舞
を

　る
　

腹
を
わ
す
れ
べ
か
ら
ず

　
か
く
が
カ
　

　
と
い

ヘ
カ
　

母
親
へ
土
産
は

[

]
無
事

[

]

た
び
の
心
も
す
f
風
之
秋

と
江
戸
大
坂
へ
出
立
仕
候

御
笑
く

扨

道
中
五
六
日
の
問
大
心
配

も
は
や

半
分
道
と
存

よ
ふ
く

安
心
仕
候

く
わ
し
き
事
は
定
召
忰
6

[

]

御
聞
可
被
遊
候

ま
つ

[

]
早
辷
之

御
見
舞
迄
奉
申
上
候
め
で
度
か
し
く

七
月
十
二
日
寿
海
老
人

白
猿
拝

二
白

高
麗
事
も

養
父
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幸
四
郎
病
気
に
て

是
非

も
ど
り
候
事

忰
へ
く
れ
ぐ

た
の
み
候
問

帰
国
之
上

何
と
ぞ
く

相
か
わ
ら
ず

御
と
り
立
御
ひ
い
き

偏
に
ー

奉
願
上
候

こ
と
し
は

忰
残
ら
ず

め
し
つ
れ

都
に
御
祭
礼

を
拝
す
長
刀
の
月
は
や
ま
よ
り

先
へ
出
で

め
で
た
き

御
代
の
ま
つ
り
ご
と
か
な

右
書

翰

の
略
註

を
記

す
。

冒
頭
部

「
お
さ
だ

ま
り

の
め

で
た
き

前
文

あ

り

て
、
夫

か
ら
」

と
あ

る

の
は
筆
写
者

の
立
場

で

の
文

言
、
従

っ
て
こ

の

部

分

は
転
写

す

る
際

に
省

略

し
た

こ
と
を
意

味

し
、

こ

の
書

写
が

明
ら

か

に
偽

書

で
は
な
く

、
実
物

に
準

じ
た
も

の
で
あ

る
こ
と

を
証

し

て

い
る
。

「
三

五
兵
衛

で
」

と

い
う

の
は
、
海

老

蔵

は
、

五
月

大
坂

道

頓
堀

筑
後

芝

あ
き

は

こ
ん
げ
ん
く
わ
い
せ
ん
ぱ
な
し

ふ
た
つ
て
ふ
て
ふ

く
る
わ

に
つ

き

居
で
「秋
葉
権
現

廻
船

噺
」
の
日
本
駄
右
衛
門
、
「
双
蝶
々
曲
輪
日
記
」

ご

だ
い
り
き
こ
ひ
の
ふ
う
じ
め

の
濡

髪
長

五
郎

、

「
五
大
力

恋

緘

」

の
笹

野
三

五
兵
衛

の
役

々
を
演

じ

て

い
た

か
ら

で
、
八
代

目

は
そ

の
切
狂

言

「
五
大
力

」

の
開
演

中
、
父

親

を
楽

屋

に
訪

ね

た

こ
と

が
解

る
。

「
部

や
」

と

い
う

の
は
海
老

蔵

の
楽

屋

部
屋

で
、

こ

の
く
だ

り
は
父

海
老
蔵

の
心

の
弾

み

が
生

き
生

き

と
伝

わ

る

よ
う

な
行

文

で
あ

る

。

「母

親
」

と

い

っ
て

い
る

の
は
入
代

目

の
母

親

の
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ヘ

ヘ

ヘ

へ

意

で
、
正
妻

す

み

の
こ
と

で
あ

ろ
う

。
海

老
蔵

は
寵
嬖

た

め
を
大
坂

へ
同

伴
し

て
き

て

い
る
。
「
そ
れ

で
も

遠
慮

と
申

す
も

の
は
少

し

は
あ

る
も

の

・

所
、
人

に
人

が
押

し
込

み
…

…
」
と

い
う

の
も
今

昔

か
わ

ら
ぬ
弥
次

馬

の

山

で
、
海
老

蔵

の
苦

笑

す

る
表

情

が
行

間

に
泛

ん

で
く
る
。

「
高
を

の
山

」

は
京

の
高
雄

山
神
護

寺

、
大
坂

の
贔

屓
客

か
ら
逃

が

れ
出

て
、
季
節

ち

が

い
で
人

気

の
な

い
山
中

「
親
子

よ

つ
て
の
内

用

、
咄

の
幕

を
明

」
け
、
い

っ

た

ん
は
大
坂

へ
帰

っ
た

も

の

の
、
ま

た
す

ぐ

に
高

野
山

へ
登

る
。
高

野
山

に

は
海
老

蔵

を

バ
ト

ロ
ナ
イ
ズ

す

る
上

人

が

い
た

ら
し

い

(『朱

筆

書
入

れ
番
付

』

嘉
永

三
年

三
月

河
原

崎
座

)
。

と

こ

ろ
が
雲

助

に
と

り
ま

か

れ

て
金

を
せ

び
ら

れ
る
な

ど

の
こ
と
も

あ

っ
た
が

、
法
事

も
す

ま
せ

(堀
越

加
納
談

話
筆

録
)
、
そ

の
間
宿

坊

で

「御

土
産

狂
言

相
談
」
を
も

し

て

い
る
。

い
ち
の
た
に

む

し
や
ゑ
の
い
へ
つ
と

こ

れ
は

入
代

目

が
帰

府

し

て

の
八
月
狂

言

「

一
谷
武

者
画

土

産
」

等

の

相
談

を
し

、
い
わ

ゆ
る

「
琴
唄
物

語
」
の
件

り

(
「
一
谷
嫩

軍
記

」
四

ノ
切

)

　　
　

の
演

技

伝
授

を

し
た

の
で
あ

ろ
う

。

そ

の
あ
と

の

「何

事

も

筋

進

帳

の

　る
　

歌
舞

を

、
腹

を

わ

す

れ

べ
か

ら
ず

」
と

い
う

の
は
延

年

の
舞

の
心

得
と

い
う

ほ
か

に
何

か
含

み

の
あ

る
教
訓

を
与

え
た

ら
し

く
も
読

み
と

れ

る
が

不
明

。

「
母
親

へ
土
産

は

…
…
」

以

下
は

狂
歌

ら

し
く

も

思
わ

れ

る
が
、

こ

れ
も

不
明

。
父

子

は
高

野
山

で
東

西

に
別

れ

た

ら
し

い
。

「
道
中

五

六

ゆ
す
り

ば

日

の
間
大
心

配
」

と

い

っ
て

い
る

の
は
、

前
述

、
雲
助

の
強

請
場

あ

っ
た

が
た

め

で
あ

ろ
う

か
。

二
白

の
と

こ

ろ
で

「
高
麗

」

と
あ

る

の
は

海
老
蔵

の
三

男
、

六
代

目
市

川
高

麗
蔵

の
こ
と

で
、

の
ち

に
新

升

・
白

猿

の
名
を

経

て
、
七
代

目
海
老

蔵

と
な

る
。

こ

の
と

き
十
七

歳

で
、
海
老

蔵

に
随
行

し
坂

地

へ
来

て

い
た

の
だ

が

(図

3
中
央

部

参

照
)
、

養
父

六

代

目
松
本
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幸

四
郎

が
病
気

の
た
め
、

や
む

な
く

八
代

目
と
と

も

に
江

戸

へ
返

し
た

の

で
あ

る
。

「
忰
残

ら

ず

め
し

つ
れ
」
と

あ

る

か
ら

は
、
長

男

八
代

目

・
次

男
成

田

屋
重
兵

衛

・
三
男
高

麗
蔵

・
四
男
猿
蔵

・
大

坂
生

ま

れ

の
六

男
あ

か
ん
平

と
う
ち

揃

っ
て
、
祇

園
会

を
見

物

し
た

の
で
あ

ろ
う
。

子
福
長

者

な

ど
と
自

称

し
、
子

だ
く

さ
ん
を
誇

っ
て

い
て
も
、
実

は
妻
妾

一
族

が
揃

っ

て
生

活
す

る

こ
と
は

な
か

っ
た

。

こ
の
と
き
も

五
男

長
十

郎

(後

年

の
九

代

目
団
十

郎
)

は
河

原
崎
家

へ
養

子

に
遣

っ
て
あ

っ
て
、

こ

こ
に
は

い
な

い
。
刷
毛

つ

い
で

に
言

う
と

、
六
代

目
幸

四
郎

の
病

い
は
重

篤

で
あ

っ
た

の
か
、

こ

の
年

の
十

一
月

三
日

に
三
十

七
歳

で
死
没

す

る
。

図

2

は
豊

国

画

の
二
枚
続

き

で
、
右
方

に
寿

の
字
海

老
模

様

の
着
物

を

か
ま
す

着
た
海
老
蔵
が
左
手
を

叺

に
入
れ
、
煙
管
に
煙
草
を
詰
め
よ
う
と
し
て

い
る
て
い
で
あ
る
。お
辞
儀
を
し
て
い
る
前
髪
の
少
年
は
四
男
の
猿
蔵
で
、

松
皮
菱
模
様
の
着
物
に
白
猿
の
紋
付
の
羽
織
。
前
に
三
つ
重
ね
の
杯
を
載

せ
た
三
方
が
出
さ
れ
て
い
る
。
上
部
に
「親
猿

に
あ
ふ
坂
山
や
子
の
眼

(八

代
目
の
眼
玉
の
画
)
時
/
六
造
菴
」
の
歌
が
あ
る
。
左
方
に
は
旅
装
の
八

代
目
が
坐
す
る
。
柄
袋
を
掛
け
た
道
中
差
を
下
に
置
き
、
茶
碗

・
煙
草
盆

を
前
に
何
か
物
語
を
し
て
い
る
て
い
。
三
升
格
子
の
旅
合
羽
、
着
物
は
成

田
笹
蔓
模
様
。
上
部
に

「手
を
突
て
何
と
音
も
な
き
蛙
か
な
/
夜
雨
菴
」

と
あ
る
。
夜
雨
庵
は
八
代
目
の
号
。
版
元
、
伊
場
屋
仙
三
郎
。
名
主
印

「衣
ホ
ら

笠

」
「
吉
村

」
の
組

合

せ

に
よ

っ
て
、
嘉

永

二
年

五
月

の
板

行
と

推
定

さ
れ

、

八
代
目
大

坂
安

着
、

親
子

対
面

が
め

で
た
く

行
わ

れ
た

ニ

ュ
ー
ズ
速

報
と

し

て
の
役

割

を
、

こ

の
絵

が
果

し

て

い
る
こ
と

が
わ
か

る
。

図

3
は
国
芳

画

の

「
天

保
山

の
納
凉

」
と

題
さ

れ

る
三
枚
続

き

で
あ

る
。
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め

じ
る
し
や
ま

天

保

山
と

は
当

時

、
正
式

名

称
を

「
目

標

山

」
と

い

い
、
安

治

川

の
河

口
に
あ

り
、

い
ま
大

阪
市
港

区

の
西
端

、
天

保
山
公

園
と

称
す

る
。

天
保

二
年

春

か
ら
、
幕

命

に
よ

り
各
河

川

の
土
砂

を
浚
渫

し
、
新

た

に
築
き

あ

げ

て
廻

船

入
津

の
目
印

の
山

と

し
た

。

「腰

か

け
茶

屋

の
休
息

所

、
上

燗

は
ま
ぐ
り

こ
ど
も

田
楽

一
膳
め
し
蛤
蜊
汁
や
蛸
の
あ
し
児
童
た
ら
し
の
菓
子
飴
な
ど
心
々
に

い
だ

店
を
発
し
其
賑

へ
る
事
言
語
に
絶
せ
り
」
(暁
鐘
成
著

『攝
津
名
所
図
会

大
成
』
巻
之
九
上
、
安
政
年
間
刊
)。

人
物
は
、
右
か
ら
三
代
目
嵐
吉
三
郎

(浴
衣
に
三
嵐
文
字
亀
甲
)
・
扇

を
開
き
持
つ
中
山
現
十
郎
(桐
文
)
・
蹲
居
す
る
片
岡
市
蔵
(銀
杏
鶴
文
)
・

扇
を
開
き
持

つ
四
代
目
三
枡
大
五
郎

(稲
束

の
立
涌
文
)
・
魚
の
字
の
団

こ

ま

扇
か
ざ
す
三
男
高
麗
蔵

(独
楽
の
首
抜
、
裾
に
牡
丹
。
高
麗
蔵
の
似
顔
絵

は
江
戸
に
帰

っ
て
か
ら
は
丸
顔
に
描
か
れ
る
が
、
こ
の
時
期
は
八
代
目
似

の
面
長
に
描
か
れ
る
。
画
師
の
想
像
に
よ
っ
た
も
の
か
)
・
蹲
居
す
る
八

代
目
(目
出
度
か
し
く
の
文
)
・
四
男
市
川
猿
蔵

(松
皮
菱
に
括
り
猿
文
)
・

縁
台
に
腰
か
け
る
海
老
蔵

(松
皮
菱
に
瓢
箪
、
白
猿
の
文
)。
後
方
二
人

の
女
性
は
坂
地
の
芸
子
で
も
あ
ろ
う
か
。
版
元
、
辻
岡
文
助
。
名
主
印
は

「村
田
」
「米
良
」
で
嘉
永
二
年
七
月
の
板
行
。

図
4
は
そ
の
改
版
で
、
海
老
蔵
が
追
放
を
宥
免
さ
れ
て
一
族

一
門
が
打

ち
揃
っ
た
と
い
う
趣
き
に
仕
立
て
直
さ
れ
て
い
る
。
題
は

「隅
田
川
の
夜

桜
」
と
な
り
、
背
景
も
大
坂
湾
の
夜
景
か
ら
翌
三
年
の
桜
ど
き
の
墨
堤
へ

と
移
し
替
え
ら
れ
、
浴
衣
は
袷
と
な

っ
て
版
木
に
二
度
の
勤
め
を
さ
せ
て

い
る
。
以
下
大
き
な
変
更
点
に
つ
い
て
の
み
記
述
す
る
。

右
端
の
吉
三
郎
の
着
物
の
文
は
持
合
吉
文
字
亀
甲
。
嘉
永
三
年
正
月
、
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市
村
座

に
下

る
。

現
十
郎

も

中
山
市

蔵
と

改
名

し
、

同
年
正

月
、

中
村
座

に

下
る

(着

物
は

や
は

り
桐
文

)
。
蹲
居

の
人

物

は
四
代

目
市

川
小

団
次

(俳

名

米

升

に
因

む
米

字

に
三

升
格

子
)
・
中

央
、

扇
を

開

き
持

つ
五
代

目
沢

村

長

十
郎

(前

出

、
宗

十
郎

の
後

名
)
・
団
扇

を
持

つ
手
を

扇

に
替

え

て

坂

東
竹

三
郎

(竹

の
文

)
・
海
老

蔵

の
後

方

の

二
人

は
、
右

か

ら
三

代

目

岩

井
粂

三
郎

・
坂
東

し
う

か

(花
勝

見
文

が
上
部

に
あ

る
)

と
、

そ
れ

ぞ

れ
す
げ

替
え

ら
れ

、
江

戸

に
戻

っ
た
海
老
蔵

を
中

心

に
再
構
成

さ

れ

て

い

る
。さ

ら

に
も

う

一
図
、
図

5
を

ご
覧

頂
き

た

い
。
豊
国

画

で
、
題

し

て

「
四

條

河

原
夕

凉

之
図

」
。
版

元

は
佐

野

屋
喜

兵
衛

。
名

主

印

が
な

く
、

そ

の

点

が
何

か
気

懸
り

だ
が

、

い
ち
お
う

図

3
と
同

じ
嘉
永

二
年

夏

の
板

行
と

見

て
よ

い
だ

ろ
う

。

右
端

か
ら
、

当
時

大

坂

お
構

い
の
身

分

の
中
村

富

十
郎

(矢

車
文

)
・

海

老
蔵

(瓢

形

に
大

猿

の
字
)
・
蹲
居

す

る
猿

蔵

(瓢

形

に
小

猿

の
字

)
・

高

麗
蔵

(独
楽

文

)
・
八
代
目

(瓢
形

に
夜

雨

の
字

)
・
片
岡
市

蔵

(銀
杏

の
丸
)
・
吉

三
郎

(吉
字

の
首
抜

)
・
大

五
郎

(稲

穂
文

)
・
蹲
居

す

る
現

十

郎

(桐
文
)

の
九

名

で
あ

る
。

七
月

は
京

の
北

側
芝
居

で

「
石
川
染

」

「伊

勢
物

語

」

「五
大

力
」

を
、

海

老
蔵

・
富
十

郎

・
大

五
郎

ら

の

一
座

で
上
演

し

て

い
る
か

ら
、

そ

の
前

後

の
鴨

川

で

の

一
夕

の
景

と
考

え

ら
れ

る
。
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四

こ
の
よ
う
に
展
望
す
る
と
、
八
代
目
の
本
年
の
上
坂
は
、
い
か
に
も
不

自
然
に
映
ず
る
。
抱
え
主
で
あ
る
座
元
河
原
崎
権
之
助
は
、
何
ゆ
え
金
の

成
る
木
の
ス
タ
ー
が
数
か
月
も
留
守
す
る
の
を
拱
手
し
て
見
送

っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
已
む
に
已
ま
れ
ぬ
事
情
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

赦
免
の
行
わ
れ
た
の
は
、
嘉
永
二
年
十
二
月
二
十
六
日
付

(『歌
舞
妓

年
代
記
続
編
』
『朱
筆
書
入
れ
番
付
』
等
に
よ
る
)
だ
が
、
そ
の
理
由
は
「弘

化
四
年
末
、
文
恭
院
様
七
回
御
忌
御
法
事
に
付
」
で
あ
り
、
文
恭
院
十

一

代
将
軍
家
斉
の
死
去
は
天
保
十
二
年
閏
正
月
三
十
日
の
こ
と
で
、
そ
の
七

回
忌
の
法
会
は
す
で
に
弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
正
月
三
十
日
に
東
叡
山

　

バリ

霊
廟

に
お

い
て
行

わ

れ

て

い
る
。

即
ち
七

回
忌

云

々
は
赦
免

の
藉

口

に
す

ぎ
ず

、
実
際

に
は
嘉
永

二
年

三
月

の
時
点

で
、
内

々
の
通
達

が
あ

っ
た

の

で
は
あ

る
ま

い
か

。

八
代

目

は
そ

の
慶

び

の
報
知

の
た
め
、
慌

し
く

江

戸
を
発

っ
て
父
海
老

蔵

と
面

談

し
、
任
務

を
終

え

る
や
た

ち
ま

ち

に
帰

府

し
た

の
で
あ

ろ
う
。

さ
れ
ば

こ

そ
海

老
蔵

は
追

放
中

の
身

で
あ
り

な

が
ら
、

祗
園
祭

に
か
け

て

「
め

で
た
き

御

代

の
政

り
事

か

な
」
と

、
狂

歌

中

に
幕

政
賛
美

の
心
情

を

述

べ
ず

に
は

い
ら

れ
な

か

っ
た

の

で
あ

る
。

江

戸

に
帰
着

し
た

八
代

目
は
、

八
月
十

五
日
初

日

で
河

原
崎
座

の
幕

を

い
ち
の
た
に

む

し
や
ゑ
の
い
へ
つ
と

あ
け
る
り
演
目
名
は

「
一
谷
武
者
画
土
産
」

で
岡
部
六
弥
太
と
三
位
中

将
重
衡
、

一
番
目
大
詰
に
歌
舞
伎
十
入
番
の
内

「景
清
」
で
景
清
を
、
さ
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つ
き
も
で
む
ら

つ
ゆ
の

た
ま

や

ら
に
二
番
目

「月
出
村
白
露
玉
屋
」
で
非
人
六
浦
の
伊
之
介
と
玉
屋
新
兵

衛
を
演
じ
、
い
ず
れ
も
好
評
で
あ

っ
た
。
下
り
役
者
は
八
代
目
の
ほ
か
に

浅
尾
奥
山
が
い
る
。
こ
の
と
き
の
口
上
看
板
中
に
、
以
下
の
文
言
が
見
ら

れ
る
。…
…
五
月
上
旬
に
彼
地

へ
登
、
親
共
海
老
蔵
に
対
面
致
候
処
、
幸
ひ

に
以
前
に
替
る
俤
に
、
そ
"
う
に
昔
な
つ
か
し
く
、
只
手
に
手
を
取
て

泪

に
暮
、
悦
び
の
余
り
に
積
る
咄
し
も
ロ
へ
出
ず

(中
略
)
扨
、
彼
地

逗
留
中
、
人
出
入
に
寸
の
間
も
な
く
、
な
ん
の
噺
致
し
候
事
も
不
相
成

候
故
、
親
共
同
道
に
て
高
野
山
え
参
詣
致
、
よ
ふ
く

宿
坊
に
て
母
の

伝
言
抔
申
、
御
土
産
狂
言
之
相
談
致
候
処
、
親
共
工
夫
を
以
、
六
弥
太

の
物
語
を
琴
唄
に
て
相
勤
候
儀
、
教

へ
呉
候

(中
略
)
先
年
我
等
御
評

判
に
預
り
候
歌
舞
妓
十
八
番
の
内
景
清
相
勤
候
様
、是
又
教
へ
呉
候
(中

略
)
私
事
も
旅
行
致
候
て
、
最
早
四
月
越
に
相
成
、
御
馴
染
の
何
れ
も

様
、
誠
に
以
御
な
つ
か
し
く

一
日
も
早
く
御
高
顔
を
拝
し
度
存
候

(下

略
)
(『歌
舞
妓
年
代
記
続
編
』
)

ま
た
、
二
番
目
で
非
人
伊
之
介
役
の
セ
リ
フ
の
な
か
で
も

「八
百
八
丁

の
お
あ
ま
り
を
、
く
ら
ひ
ふ
と
つ
た
御
当
地
の
、
今
年
は
暫
く
お
暇
を
、

願

つ
て
気

ま

・
な
旅

あ

る
き
、
京

大
坂

ま

で
立
返

り
、
泊

り

く

の
旅

枕
、

お
江
戸

の
方

へ
片
足

も
、

む
か

ひ

の
来

な

い
其
内

に
と

、

い
そ

い
で
か

へ

つ
た
此

足
を

、
あ

ら

へ
ば

同
谷

川

の
、
水
知

ら
ず

で
も

な

い
旦

那
方

、
お

久

し

ぶ
り

で
御

ひ

い
き
を

、
と

ら
せ

て

や

つ
て
下
あ
り

ま
せ
」

と
言

わ
せ

て

い
る
。

九
月

に
は
前

述

の
高

麗
蔵

が

中
村

座

に
出

演

、

「忠

臣
蔵

」

で
鳥
取

逸

郎

・
大

鷲
文

吾

の
二
役
を

与

え
ら

れ

る
。

『朱
筆

書

入

れ
番
付

』

に

「
市

川
高

麗
蔵

、
此
度

八
代

め
同
道

に
て
下
り

、
当

座
江
出

勤
、
松
本

錦
升

(六

代

目
幸

四
郎
-

引
用
者

注
)

病
中

な

が
ら
引
合

せ

の
口
上

あ

る
。
少

し

の

問

に

て
止

」
と

記
さ

れ

る
。

と
ち
あ
わ
せ
あ
や
つ
り
け
ん
だ
い

十
月
の
河
原
崎
座
は
三
日
初
日
で

「緘

合

操

見
台
」
。
題
名
ど
お
り

せ
い
し
う

あ

こ
ぎ
が
う
ら

か
た
き
う
ち
つ
f
れ
の
に
し
き

け
い
せ
い

見
取
り
の
義
太
夫
狂
言
で

「勢
州
阿

漕
浦

」
「
敵

討
襤
褸

錦
」
「傾
城

は
ん
こ
ん
こ
う

さ
い
わ
い
あ
り
は
ら
け
い

つ

反
魂
香
」
「
福

在
原
系
図
」。
八
代
目
は
次
郎
蔵

・
高
市
武
右
衛
門

・
中

納
言
行
平
を
演
じ
た
。

む
ろ
の
う
め
み
ば

へ
げ
ん

じ

し
も
の
つ
る
ぎ

そ

ね

ざ

き
し
ん
ぢ
う

十

一
月
は
十
三
日
初
日
で

「
室

楳
華

源
氏
」
「
霜

釼

曾
根
崎
心
中
」。

八
代
目
は
能
登
守
教
経

・
金
売
橘
次

・
平
野
屋
徳
兵
衛
を
演
じ
て
い
る
。

『朱
筆
書
入
れ
番
付
』
に

「不
景
気
故
力
兎
角
不
入
」
「当
年
は
古
今
珍
事
、

前
代
未
聞
の
事
に
而
顔
見
せ
い
ろ
く

、
役
者
入
替
、
も
め
」
と
記
さ
れ

る
。
四
代
目
歌
右
衛
門
の
不
当
り
と
、
そ
の
上
坂
名
残
り
狂
言
の
設
定
の

た
め
、
十

一
月
は
各
座
の
役
者
の
交
替
を
翌
年
に
延
ば
し
た
。
た
め
に
「役

者
入
替
り
顔
見
世
新
狂
言
も
無
之
、
尤
茶
屋
蚕
≧
江
は
飾
り
物
出
来
候
得

共
、
是
も
ホ
ン
ノ
言
訳
之
為
計
に
て
」
(『藤
岡
屋
日
記
』
)
と
い
う
状
態
で
、

以
降
、
江
戸
に
お
け
る
顔
見
世
興
行
の
慣
習
も
し
だ
い
に
崩
れ
て
ゆ
く
に

い
た
る
。

そ
の
年
の
暮
れ
、
十
二
月
二
十
六
日
に
海
老
蔵
追
放
赦
免
令
が
出
て
、

そ
の
夜
の
う
ち
に
、
次
男
重
兵
衛
が
そ
の
表
向
き
の
報
を
持
ち
、
大
坂
へ

向
け
て
出
立
す
る
。
中
村
鶴
蔵

(の
ち
の
三
代
目
仲
蔵
)
は
、
こ
の
件
と

は
別
に
十
二
月
十
九
日
に
江
戸
を
発
ち
、
翌
嘉
永
三
年
正
月
六
日
、
美
濃

国
岐
阜
で
旅
興
行
中
の
海
老
蔵
と
出
あ
う
。
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正
月
十
六
日
、
江
戸
表
よ
り
海
老
蔵
御
赦
免
の
由
、
早
々
帰
る
べ
し

と
の
書
状
来
る
。
当
地

(岐
阜
ー
引
用
者
注
)
の
芝
居
も
せ
つ
か
く
大

入
に
て
今
海
老
蔵
に
抜
け
ら
れ
て
は
、
金
方
大
難
渋
な
れ
ど
、
公
辺
の

事

ゆ
ゑ
是
非
な
く
お
名
残
狂
言
と
し
て
、十
九
日
に
寺
子
屋

一
幕
出
し
、

桐
島
小
六
源
蔵
を
、
わ
れ
玄
蕃
を
勤
め
、
二
十
二
日
に
て
舞
納
む
。
そ

の
夜
、
親
方
,(海
老
蔵
-
引
用
者
注
)
は
直
ぐ
出
立
。
(中
村
仲
蔵
著

『手

前
味
噌
』
)

と

の
証
言
も
あ

っ
て
、
海
老
蔵
は
次
男
重
兵
衛
か
ら
直
接
の
報
告
を
受

け
た
わ
け
で
は
な
く
、
「江
戸
表
か
ら
の
書
状
」
と
あ
る
が
、
あ
る
い
は

大
坂
経
由
の
書
面
で
知
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
海
老
蔵
は
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
名
古
屋

へ
行
き
、
二
月
五
日
か
ら
十
三
日
ま
で
名
古
屋
橘
町

中
村
津
多
右
衛
門
座
で
興
行
、
そ
れ
を
終
え
て
い
っ
た
ん
は
大
坂

へ
戻
り
、

同
月
十
七
日
、
大
坂
を
発
し
て
二
十
七
日
に
江
戸
表
に
着
し
、
二
十
九
日

に
南
町
奉
行
所
に
出
頭
し
て
い
る
。

江
戸
到
着
後
、
海
老
蔵
の
出
演
は

「三
座
と
も
出
銀
有
之
故
、
か
れ
こ

れ
引
ば
り
合
に
而
公
事
に
相
成
、
三
月
十
二
日
に
右

一
件
落
着
、
当
座

(河

原
崎
座
ー
引
用
者
注
)
江
出
勤
ト
極
ル
」
(『朱
筆
書
入
れ
番
付
』
)。

こ
の
よ
う
に
、
海
老
蔵
の
去
就
を
め
ぐ

っ
て
、
各
地
の
金
方
や
座
元
の

思
惑
が
か
ら
み
、
事
は
隠
密
に
運
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鶴
蔵
が
岐
阜

で
海
老
蔵
と
会

っ
た
と
き
、
雑
煮
の
箸
を
置
い
た
隠
居

(海
老
蔵
)
が
「江

し
や
べ
り

戸

が
恋

し

い
と

見
え

て
様

子
を
委

し

く
聞
く

、
我
も

お
饒

舌

な
れ
ば
事

細

か

に
話
す

」
(『
手
前
味

膾
』
)
と
、
さ
り
気

な

い
が

、
こ

の
時

の
海

老
蔵

は
、

赦
免

の
日
近
き

を
知

っ
て
機

密
を

洩
ら

す
わ

け

に
は

い
か

な
か

っ
た

の

で

あ

る
。

土
地

土

地

の
興
行

主

・
金

方

や
後
援

者

か
ら

莫
大

な

ギ

ャ
ラ

ン

テ

ィ
を

引
き
出

し

て
お
き

な

が
ら
、

不
義

理
を
承

知

で
裏

切

ら
ざ

る
を
得

な

い
。
前

引

、
鶴
蔵

の
こ
と
ば

ど
お
り

「公

辺

の
事

ゆ
ゑ
是
非

な
く
」

と

し

て
、

し
が

ら
み
を
断

つ
よ
り
方

法

は
な

か

っ
た

。
そ

の

ツ
ケ
は
、
老

齢

の
海

老
蔵

に
も

、
そ

し

て
今

や
江

戸
随

一
の
花

形

と
な

っ
た
八
代

目

団
十

郎

の
肩

に
も
、

し
だ

い
に
重

く

の
し
か

か

っ
て
く

る
こ
と

に
な

る
。

海

老
蔵

の
江

戸
帰
着

は
六

十
歳

、
八
代

目
団
十

郎

、
二
十

八
歳
時

で
あ

っ

ド
た
。
前

年

、
嘉
永

二
年

四
月

二
十

四
日
、

海
老
蔵

に
と

っ
て
は
少

し
年

上

だ
が
永

年

の
盟
友

で
あ

っ
た

三
代
目

尾
上
菊

五
郎

も

、
す

で
に
遠
州

掛

川

の
旅

の
空

で
、
大

川
橋
蔵

の
名

で
死
去

し

て
い
た
。
時

代

は
確

実

に
次

の

時

代

へ
と
移

り

つ
つ
あ

っ
た
。

§

〈註
〉
*
1

「七
世

・
八
世
市
川
団
十
郎
の
周
辺
ー
堀
越
加
納
の
実
話
」
(林
京
平
翻
刻
)

(『演
劇
博
物
館
資
料
も
の
が
た
り
』
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館

編
、

一
九
八
八
年
十
月
刊
)
所
収

*
2

『誅
入
樺
江
戸
芝
居
絵
本
番
付
集
e
ー
日
』

(早
稲
田
大
学
出
版
局
、
平
成
四

年
三
月
～
九
月
刊
)

*
3

伊
原
敏
郎
著

『近
世
日
本
演
劇
史
』
(早
稲
田
大
学
出
版
部
、
大
正
二
年
六

月
刊
)

*
4

「御
名
残
口
上

八
世
市
川
団
十
郎
」

(『国
立
劇
場
所
蔵
芝
居
版
画
等
図
録

,
皿
』
所
収
第
60
図
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
、
国
立
劇
場
刊
)

*
5

佐
藤
悟

「名
主
双
印
試
考
」
(
『浮
世
絵
芸
術
』

一
二
九
号
、

一
九
九
八
年
九

月
刊
)

*
6

「慎
徳
院
殿
御
実
紀
巻
十

一
」
弘
化
四
年
正
月
三
十
日
条

(『続
徳
川
実
紀
』

第
二
編
)
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〈付
記
〉

擱
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
御
提
供
を
賜
っ
た
方
々
に
対
し
、
心

か
ら
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。
岩
田
秀
行
氏

・
谷
川
秀
雄
氏

・
吉
田
登
志

子
氏

・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
に
は
御
所
蔵
品
の
写
真
掲
載
、
並
び
に
翻

刻

・
解
説
執
筆
の
許
可
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
御
快
諾
を
得
ま
し

た
。
ま
た
中
村
恵
美
氏
に
も
格
別
の
御
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
と
に
は

岩
田
氏
は
ご
自
身
の
研
究
を
措
い
て
、
御
所
蔵
の
浮
世
絵
版
画
三
点
ま
で

も
御
貸
与
下
さ
い
ま
し
た
。
御
厚
情
に
深
謝
し
ま
す
。
さ
ら
に
早
大
演
劇

博
物
館
に
は
役
割
番
付
の
閲
覧
許
可
を
頂
き
ま
し
た
。
御
芳
名
を
記
し
、

あ
わ
せ
て
御
教
示

・
御
助
力
の
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
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